
 

平成 24 年４月 26 日 

各      位 

会 社 名  東京電波株式会社 

代表者名  代表取締役社長 橋口一德 

（コード番号 6900 東証第１部） 

問合せ先  執行役員総務部長 谷田清昭 

（TEL 03-5493-4711） 

 

特別損失、棚卸資産の評価損の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は平成 24 年３月期において特別損失、棚卸資産の評価損の計上をする見込みとなりましたので

お知らせいたします。またこれに伴い、平成 23 年８月 11 日に公表いたしました平成 24 年３月期の業

績予想を修正いたしますので、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

Ⅰ 特別損失、棚卸資産の評価損の計上 

１．計上の理由 

 当社は、主力事業である水晶製品事業におきまして引き続き厳しい経営環境にありますが、こうし

た状況を打開し、グローバルな競争力と高い収益性をもった企業体質への転換を図るため、種々の対

策を進めております。これら対策の実行に伴い、平成 24 年 3 月期決算におきまして、下記の通り特別

損失、棚卸資産の評価損が発生する見込みとなりました。 

当社といたしましては、今回の会計上の処理も含めた抜本的な対策により、今後の業績改善と企業

価値の向上に全力で取り組んでいく所存であります。 

 

２．内容 

 ①固定資産の減損損失 2,300 百万円、棚卸資産の評価損 300 百万円 

固定資産の減損に係る会計基準および棚卸資産の評価に関する会計基準に従い、固定資産および

在庫を厳しく評価した結果、減損損失および評価損を計上する見込みとなりました。 

 ②貸倒引当金繰入額  2,860 百万円（個別決算のみ） 

関係会社において減損損失、評価損等を計上することに伴い、保守的見地により計上する見込み

となりました。なお本件の連結決算への影響はありません。 

 

Ⅱ 業績予想の修正 

１． 平成 24 年３月期通期連結業績予想の修正               （単位：百万円、円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 9,200 △650 △700 △130 △13.84 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 9,070 △1,200 △1,150 △3,000 △319.39 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △130 △550 △450 △2,870 － 

増 減 率            （％） △1.4 － － － － 

前期実績（平成 23 年３月期） 10,157 17 △204 72 7.67 



 

２．修正の理由 

売上高につきましては、一部品種について売上数量は増加しましたが、為替面の影響も含めた販売

単価の下落、主要顧客のシェア低下による受注減等により売上高ともに前回予想より減少いたしまし

た。 

損益面におきましては、市場の競争激化による販売単価の下落ならびに円高の高止まり等および上

記の損失の計上により、営業損益、経常損益、当期純損益は予想を下回る見込みとなりました。 

 

※ 上記の業績予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

また、平成 24 年３月期の決算に係る会計監査は未了です。 

 

以上 


